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   生涯学習を巡って、筆者は様々なことを書き、ささやかながら様々な実践を積み重ねてきた。しかし、そこで

主張したことの大部分は事物の「論理性」であり、「このようにすれば、次のような結果に至る」であろうという予想

である。しかしながら、これらの予想は人間が積み重ねてきた「経験則」の範囲を出るものではなかった。教育研

究には、測定や分析に使いうる「単位」がほとんど存在しない。もちろん、人間を一定条件下に置いて制御する教

育実験も当然許されない。教育研究が科学になり得ない宿命的限界がそこにある。証拠も実験結果も提出する

ことができないのである。それゆえ、教育論には誰でもが参加できる。証拠を出さなくていいのであれば、論者の

数だけ教育論が展開される。結局は何が正しいのか、何が何ゆえに効果的なのか、は論理と経験の範囲で語る

しかなく、他の分野のように科学的な証明力・説得力をもたずに今日まで百家争鳴の議論を繰り返してきたので

ある。

１  指導の条件                                                

   あらゆる指導の基礎条件は「体力」と「耐性」で

ある。この二つが人間の行動を支えるからである。

そこから生まれる集中力と持続力を抜きにしては、

いかなる学習も練習も可能ではない。はからずもこ

のことは学級崩壊や授業崩壊の現実が証明した。

子どもが教室に座っていられない時、いかなる授業

も成立しない。子どもが集中／持続できない時いか

なる授業にも身は入らない。それゆえ、対応の処方

箋は体力と耐性の回復である。ありがたいことに体

力向上の方法は多様であり、様々な側面から指標

化と測定が可能である。 
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「経験則」を越える 
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 かくして長崎県の壱岐市の霞翠小学校で

は体力と耐性に焦点化して「タフな子ども」の育

成をはじめたのである。筆者は生きる力の構成

要素には「順序性」があると主張してきた。第一

順位は「体力」、第二順位は「耐性」である。あ

らゆる生き物は「体力」が尽きた時生存が終わ

る。生きる為の第１条件は「体力」に決まってい

るのである。 

第２条件が「耐性」であるのは、人間が社

会的動物だからである。社会的動物は全体の

利益を考慮して折り合いながら共同生活を営

む。「万人の万人に対する戦い」という「無政府

状態」を回避する為である。制度を作るのは人

間だけである。運動会の集団行進に始まり、人

間が意志力をもって共同行動を取ることができ

るのは個々の欲望を抑制する「耐性」が存在す

るからである。それゆえ、体力と耐性を欠落す

れば、あらゆる指導／学習は成立しない。 

   幸い、体力の向上は時間や距離の単位

に翻訳が可能である。霞翠小学校では、「おは

ようマラソン」についても、「シャトルラン」もつい

ても、すべて児童の行動能力の変化を記録し

てきた。「何分間走り続けることができるの

か？」、「１０分間走ったらどのくらいの距離を駈

けたことになるのか？」、現代の車社会で「非

日常的な長距離をがんばって歩き通すことが

できるのか？」「キャンプの自然体験を楽しんで

やり抜くことができるか？」などなどであった。 

   昨年からは一周５０キロを越える壱岐の島

を、他の小学校の体育館に泊まりながら、ゴミ

を拾って歩き通すというプログラムも導入した。

これらのことは「指標化」して事前と事後の比較

が可能である。モデル校の子ども達は２年数カ

月前とくらべれば明らかに記録をとったあらゆる

体力分野で進化を続けてきた。「体力」の向上

は証明されたと断定してよいであろう。問題は

「耐性」である。「耐性」には測定値がない。我

慢強さの基準は存在しない。「我慢強くなった」

のは何がどのように変わったのか？どのような

状況に耐え、どのような条件を抑制できるのか。

単位のない世界では常にそのことが問題にな

る。もちろん、体力にしても耐性にしても、それ

らがどの程度「直接的」に学力に反映されてい

るかは分らない。しかし、霞翠小の「学力テス

ト」の結果は向上し、予想以上に上々である。

次の目標は学力テストで「C 判定」の子どもがい

ないところまで引き上げようというのだが、最終

的には、もって生まれた人間の能力差が立ち

はだかることになるであろう。 

   もちろん、学校だけの努力の結果が測定

値に反映されているか、否かに付いても留意

する必要がある。家庭教育の努力も、塾などの

教育指導も子どもの中では渾然一体として分

かち難い。世の中には本人の発奮と努力だけ

で飛躍的な進歩を遂げ得る場合もある。「学校

ががんばれば子どもが伸びる」というのも相対

的な経験則に過ぎない。 

 

 

２  朗誦と計算力指導の理論的背景                                  

 

   個人の経験と歴史の実践の中から「素

読」は重要な方法であることは論を待たない。

しかし、その教育効果の証拠を示せと言われ

た時、教育学は「経験則」の中でしかものが言

えない。特に、「型」から入る教育の方法は子ど

もが内容を理解しない時、強制的に型通り「詰

め込む」ことになる。子どもの理解を越えている

ものをなぜ無理矢理教え込むのか、という質問

に答えることは容易ではない。答のひとつは「子

どもの理解を越えているからこそ、『型』を教え

込むのである」ということになる。何故なら、子ど

もの理解できる範囲内でのみ教育が行われれ

ば、子どもが自分の限界をこえることは難しい

からである。指導者が「ここまで上がって来い」

と無理をいうのは子ども自身の限界を越えるた

めである。それゆえ、「理解を越えたレベル」へ

の挑戦こそが時に重要なのである。 

  もうひとつの理由は「教育の時差」の存在で

ある。朗誦の難しさは、内容のレベルだけに留

まらない。その応用時期も、適用の対象も必ず
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しも法則化はできない。子どもは社会生活の

「現場」を有していないのである。学んだ結果は

長い時を経て意味が分る時がある。現時点で、

分らないことでも、いつかは分るかも知れない

のである。教育はいつかは役に立つという前提

の上に成り立っている。しかし、その前提を国

民が共有することは簡単ではない。筆者が学

んだ多くの古典や詩歌は、学んでいた少年の

時代には価値が分らなかった。しかし、時を経

て今はその価値は分る。教えてもらっていなけ

れば知る由もなかった価値である。 

  叩き込んで下さった恩師の方々には感謝の

しようがないが、わが子の学校時代にはほとん

ど消滅した指導方法である。 

  

３   川島教授の研究成果                                         

 

   東北大学の脳生理学の川島教授の研究

成果は朗誦の理論的背景を科学的に証明し

た。朗誦という教育方法の効果を「経験則」を

越えて証明したのである。学問もようやく異分

野間連携の時代が来るのであろう。壱岐市の

霞翠小学校も、筆者が実践している英会話の

暗唱クラスも、佐賀県多久市の論語の朗誦も、

福岡県豊津町の「寺子屋」の朗誦プログラムも

はじめて経験則をこえる科学的根拠を獲得し

たのである。川島教授の研究と広島県の小学

校で朗誦と計算ドリルの方法で多大な成果を

上げている陰山英男先生が出会った。いわゆ

る「陰山メソッド」が川島理論によって脳生理学

的に証明されたのである。また、福岡県大川市

の老人施設永寿園の山崎律美さんが川島理

論に出会った。子どもの朗誦や計算ドリルが脳

の活性化に効果があるのであれば、老人の痴

呆予防にも効果があるはずではないか、とお二

人は考えたのである。驚くべき結果が報告され

始めた。痴呆のお年寄りにおいて、朗誦や計算

ドリルの練習が「前頭前野を含む脳全体が活

発に働く」ことを証明したのである（＊）。痴呆の進

行が止り、改善すら見られるようになったので

ある。寺子屋以来の「素読」の経験則は川島理

論によってようやく日の目を見ることになるであ

ろう。川島研究の成果が広がって行けば、早晩、

経験則を無視してきた「詰め込み」教育批判も

声を潜めるであろう。 

   朗誦に限って言えば、戦後教育の誤謬を

訂正するのに５０年以上の歳月を要したのであ

る。 

  筆者が関わってきた実践のなかで、佐賀県

多久市は１１月２０日（土）に保育園児と小学

校児童による論語朗誦の発表を行う（「文化芸

術による創造のまち」フォーラムin多久と第５１

回生涯学習フォーラムin多久の合同事業であ

る）。また、長崎県壱岐市の霞翠小学校は、

「タフな子どもを育てる」長崎県モデル事業の

一環として朗誦の発表会を１２月１日（水）に予

定している。１年生から６年生まで全学年が、

先生方が選択した日本語の基礎教養を暗唱し

て、保護者や教育関係者の前で発表する。暗

唱は言葉を記憶しているだけではない。彼らの

発表は彼らの表現である。記憶の素晴らしさに

おいて子どもの時期に優る季節はない。鍛えら

れた子どもは、おのれの日本語におのれの感

情を移入しての表情豊かに表現するはずであ

る。子ども達は木々のように整列し、声張り上げ

て日本語の「粋」を披露する。大人ですら歯が

立たないようなレベルを朗々と語って、保護者

の胸に迫るはずである。表現力は子どもの「生

きる力」の最終目標である。「タフ事業」を通し

て、体力も、耐性も向上した。学力も着実に向

上している。それらの相乗効果が表現と発表の

力となってあらわれる。採用した教育方法は江

戸時代の素読と同じ原理の朗誦である。朗誦

の中身は、多久市の場合も、壱岐市の場合も、

通常の保育所や小学校児童のレベルを遥か

に越えている。しかし、子どもの学ぶ力の可能

性はそのレベルを軽々と越えるであろう。陰山

英男先生が指摘する通り、子どもは「記憶力の

旬」の季節に生きているのである。発達の跳躍

台に立っているのである。現代、子どもの権利

を保障するとは、まず子どもの学習を保障する
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ことであろう。学習を保障するとは「学力」を向

上させることである。陰山メソッドも、川島理論

も、朗誦や計算ドリルの重要性を明らかにしつ

つある。教育的に「不利な条件におかれた

（Educatinally  Hanndicapped)子ども」こそ新し

い方法に挑戦させるべきである。これまでのや

り方では効果が上がらなかったことは明らかで

ある。学力を付ける努力を抜きにして、子ども

の人権の保障はない。学校はそのことを厳しく

自らに言い聞かせるべきであろう。 

＊  川島隆太、山崎律美、痴呆に挑む、くも

ん出版、２００４年、p.35 

資料請求：壱岐市立霞翠小学校に関する一連の

資料をご希望の方は、直接学校の「翠の会」宛御

請求ください（壱岐市勝本町西戸触）。郵送料のほ

か資料代として５００円を同封の上ご依頼ください。 

 

 

 
 

 

１  概念の固定化と事業機能の限定                                  

 

  「保教育」とは保育と教育を融合した概念で

ある。これからの「子育て支援」には不可欠の

概念である。第４７回生涯学習フォーラムの企

画委員会で福岡県穂波町の森本教育長から

提出された疑念を概念化すれば「保教育」とし

か言い様がない。 

  森本提案は以下の通りであった。 

  現在の行政システムの縦割り分業の中で、

教育行政はもとより、福祉も、男女共同参画も、

諸事業の対象と機能は明確にその範囲が限

定されている。したがって、現実の課題が事業

機能の統合を必要としている場合でも、行政分

野ごとに事業概念が固定化されているため、

具体的な必要課題に柔軟に対応することはで

きない。例えば、「青少年健全育成」概念には

幼児は含まれていない。それゆえ、青少年健

全育成団体には、通常、保育の発想は皆無で

ある。逆に、「子育て支援」は通常、「乳幼児の

保育」を主眼としている。それゆえ、社会教育

のいう学童期の少年の活動プログラムからは

「保育」の概念が分離されている。一方、「学童

保育」は「保育」概念に限定している為、「学童

保育」の発想からは教育活動の意義と重要性

の視点が抜け落ちるのである。法律を準備した

担当者が「学童保育」概念の「不十分性」に気

付いたのであろう、児童福祉法（第６条）では

「学童保育」を「放課後児童健全育成事業」と

いう内容・対象、時期などが具体的に理解でき

る総合的な表現に置き換えている。法律の立

案者は「学童保育」の実施者以上に先見の明

を有している。学童保育には「保育」と「健全育

成」の二つの機能を同時に進行させ、保育と教

育を融合した新しい概念が必要なことを自覚し

ていたはずである。それが「保教育」の概念で

ある。もちろんその意味するところは、「保育」も、

「教育」もである。行政の縦割りは対象と機能を

専門的に引き受ける分業の結果であるが、そ

れが固定すると本来総合的に行うべき事業が
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分断されてしまう。分断は事業に留まらず、森

本氏の指摘のように概念まで分断して新しい

統合の妨げになっているのである。 

  行政における幼保一元化は当然の帰結で

ある。すでに指摘したことであるが、もとより幼

児期の保育と教育をわける論理はない。保育

は必然的に教育であり、幼児期の教育は必然

的に保育を含まざるを得ない。幼児期の保育

と教育を分離したのは、単純に行政の縄張り意

識の為せるわざに過ぎない。ひとたび行政の分

業が起った時、担当部局がそれぞれの任務と

機能を固定化して縄張りになったという一点に

尽きる。学童保育に教育プログラムを組み合

わせることができないのはまことに愚かなことで

あるが、妨げになっているのはそれが「保育」概

念で括られているからである。「保育」概念にこ

だわって、教育を排除すれば、子ども達が集ま

っても教育活動のプログラムは導入できない。

保育の担当者の言い分は自分達は教育の指

導者ではないという理屈であろう。一方、社会

教育の青少年プログラムの多くは逆に「保育」

の重要性を無視している。それゆえ、活動の多

くは活動の教育的側面にのみ重点が置かれ、

年齢別、学年別能力別編成のメニューが圧倒

的に多い。概念の固定化はプログラムの融合

を阻んでいるのである。 

  

２  「豊津寺子屋」の「保教育」概念                                   

 

（１） 社会生活の予行演習は保育と教育の融合                              

 

   福岡県京都郡豊津町が開始した現代の

「寺子屋」活動は通常の子ども会活動に似てい

る。小学校の学年制を反映しているので１年生

から６年生までの混合編成である。１年生と６

年生の体力差、知力差、経験・体験の差は極

めて大きい。子ども会と同じく指導者は一般人

である。指導上の専門的トレーニングは受けて

いない。したがって、個別の活動の指導経験は

もとより、合宿、キャンプの知識・技能・経験は

必ずしも有していない。さらに教科教育／知育

を主流とする学校教育とは子どものグループ編

成の方法が根本的に異なっている。学校が同

年齢集団の編成であるのに比して、寺子屋も

子ども会もその基本は異年齢の集団編成であ

る。異年齢集団の活動には体系的、連続的な

知育のカリキュラムは適用できない。学校のよ

うな専門家も不在であり、特定レベルに合わせ

た教科書・指導書もない。したがって、指導の

目的も、方法も、成果も個々の子どもと指導者

の力量によって制約される。しかし、このような

状況こそが社会生活の実態にもっとも近い。お

互いに協力し、お互いに助け合わないと活動は

成立しない。結果的に、そこで行われる活動は

社会生活の「予行演習」になる。子どもにとって

異年齢集団体験の重要性はそこにある。指導

者の側から見れば、諸活動は「保育」でもあり、

同時に「教育」でもある。二つの概念を融合さ

せて指導しない限り１年から６年までが同時に

存在する活動は進行できないのである。 

 

 

（２） 異質集団への適応                                            

 

  異年齢集団は同時に異質集団である。１年

生と６年生とではあらゆる面で異なる。様々に

異なった少年達が同一種類の活動を行う時、

当然様々なギャップが生じ、通常、同一歩調、

同一レベルの行動は困難である。したがって、

異質集団への適応とは、「資質・能力・経験の

異なる子ども達がその違いを乗り越えて共同活

動ができること」である。異年齢集団の子どもの
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活動が社会生活の予行演習になるのは、集団

構成員の資質が大きく異なっているからである。

社会はまさに異年齢はもとよりあらゆる面にお

いて異質の人々によって構成される集団であ

る。様々な「違い」があるにも関わらず共同生

活ができるのは、人々がその「違い」を相補うか

らである。子どもも同じである。将来の社会生

活への適応力を付けるためには、子ども達はま

ずそれぞれの「異質性」を実感し、体得しなけ

ればならない。上級生のできることでも下級生

はできない。上級生はやったことがあっても下

級生はやったことが無い。指導がすぐれていれ

ば、異質性は共存の努力に変わる。上級生は

手加減し、下級生は上級生をモデルとして背

伸びする。上級生は下級生以上に働き、下級

生は自分の力量を越えて働く。いたわりも、寛

容も、尊敬も、憧れも、面倒見の良さも、モデリ

ング熱意も、こうしたプロセスから生まれる。も

ちろん、いいことばかりが生まれるわけではない。

威嚇も、苛めも、恐怖も、不安も、過剰な支配

も、過剰な依存も生まれる。それらのバランス

を取るのが指導者の役割である。 

  

   

（３） 「いたわり」と「あこがれ」−「手加減」と「背伸び」                          

 

   異年齢集団の「異質性」は行動を律する

心身の力量の相違に最も顕著にあらわれる。

あらゆる活動において、上級生の力は明らかで

ある。下級生の力不足も明らかである。そこか

ら上級生は「いたわり」や「手加減」を学ぶ機会

を見い出す。力量の違いが明らかな時、指導

者の方向付けで上級生は自分の位置も、役割

も容易に理解することができる。特に、下級生

が憧れと尊敬を示して彼等に頼った時、上級

生は子どもながらも小さな保護者・指導者に変

身する。それゆえ、異年齢集団においては意

図的、目的的に上級生による下級生の指導や

世話をプログラム化することが重要である。プロ

グラムの中で上級生は己が果たすべき「役割

演技」の舞台を獲得するのである。 

   下級生は基本的に上級生の逆のプログラ

ムが必要になる。指導者は下級生を前に上級

生の実力を例示し、説明し、諸活動において彼

等が「手本」として憧れ、モデルとして「背伸び

して」学ぶべきことを促さねばならない。子ども

会などにいう「ジュニア・リーダー」の感覚と姿勢

は、いわゆる教室の机上で行う「ジュニア・リー

ダー研修会」では育成できない。上級生がリー

ダーとなるのは、唯一、自分自身の指導体験、

リーダー体験を通してのことである。異年齢集

団が共通の活動を行う時、上級生は力量にお

いて劣っている下級生から頼られ、下級生の

面倒を見なければならない。心情的には下級

生の「憧れ」が上級生に伝わる。上級生が弱者

に対する「いたわり」と惻隠の情を感じた時、初

めて「保護者」の体験を味わう。下級生がいて

上級生がいて、指導とモデリング（模倣）のプロ

グラムが与えられた時、上級生の「いたわり」と

下級生の「憧れ」が組み合わさって、初めて上

級生は「ジュニア・リーダー」になるのである。 

 

 

（４） 年齢混合の班別編成の重要性                                    

 

異年齢集団における具体的な活動におい

ては、上級生がいて下級生がいる。年齢の違

いは発達段階の違いである。発達段階の違い

は当然、体力、知力その他諸々の子どもの能

力の違いとなって現れる。能力の違い、発達段

階の違いこそが異年齢集団の最大の特徴であ

る。それゆえ、寺子屋や子ども会を年齢別、学

年別に編成すること程もったいないことはない。

異年齢の特性を生かした活動こそが社会生活

の「予行演習」を意味するからである。寺子屋
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も、子ども会も、グループ編成にあたっては、上

級生と下級生を一定の人数で組み合わせるこ

とが重要である。グループのまとまり、グループ

内のコミュニケーションの密度、課題遂行能力

を考えれば、班編成は６～7 名ぐらいが望まし

い。活動の目的、内容や方法の特性を考慮し

て、大きなグループや小さなグループ、または

固定的なグループや臨時的なグループなど弾

力的に運用すればいい。しかし、基本となる班

別編成は子どものネットワークを形成する基本

であるから固定することが望ましい。夙に、社会

学者が明らかにしたように、「第一次集団」の強

固な心情的つながりは擬似家族のような連帯

と共感を育むことができるからである。 

 

 

 （５）   体験プログラムの領域                                       

 

   教室の学習に教科の領域があるように、

子ども集団の活動には実現すべき目的にそっ

た活動の領域がある。読み書きを学ぶために

は、「国語」が必要であり、計算力の習得には

「算数」が必要である。「体得」の場合も原則は

同じである。協力の態度を学ぶためには、「協

力体験」が必要である。耐性や体力の向上の

ためには困難な課題に挑戦する「困難体験」が

必要である。自発性のトレーニングには自分で

企画し、自分で執行し、課題を達成する体験

が必要である。 

   異年齢集団は知的／体力的発達段階が

大いに異なる。それゆえ、知識や概念や関係

を学ぶには適していない。学校教育が学年制

を採用し、その上、「習熟度別学習」を導入す

るのは心身のレベルが異なった学習者に「脳」

を中心とした「学習」を行うのはほとんど不可能

だからである。体験プログラムの領域は活動の

目的、体得すべき目標によって決定する。学

ぶべきことは知的学習に限定しない。そこでは

異質との付き合い方を体得するのである。どこ

に「いたわり」の舞台を設定するか、どこに上級

生の指導を設定するか？当初の企画が重要

になる所以である。 

  

 

（６）  「保教育」現場の活動指導                                       

    ーOJT（On  The  Job  Training)：「現場訓練」 の原理ー                    

 

  学校教育の児童・生徒には原則として「現

場」はない。彼らが未だ子どもだからである。加

えて、学校は閉鎖的な環境である。したがって、

論理が先行し、概念が先行し、机上の知識が

先行する。学校の「頭でっかち」はある程度や

むを得ないことなのである。 

   しかし、生涯学習の場合は現場を創造し

ながら学ぶことができる。企業が行う OJT の原

理と同じである。OJT の特徴は、仕事の中で学

ぶことにある。したがって、学ぶ者に学ぶ動機

が強烈である。学ぶ者は、学ばねばならない具

体的な課題に直面している。現場で学んだこと

はすぐに応用して学習や体得結果の検証が可

能である。特に、「保育」と「教育」の機能が同

時に進行する異年齢集団において、子どもが

学ぶということの原理は OJT と同じである。集

団活動の中で、学ばなければならない「状況を

作り」、学ぶことの「必要を感じさせ」、学んだこ

との「応用・検証を行う」ことができる。具体的

な課題を示しながら、強烈な動機付けも可能

になる。 

  にもかかわらず、従来の生涯学習／生涯学

習に関わる研修は学校教育の影響を受けて、

学ぶ論理や必要が逆立ちしている。ほとんどの
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研修プログラムは「現場」を持っていない。順序

的に、プログラムは、「学んでから」「行動に移

る」ように設計されている。「高齢者大学」を受

講してその成果を社会に還元しようという発想

がその典型である。「ジュニア・リーダー」の養

成コースを終わってから後輩の指導をしよう、

という発想も同じである。以下、ボランティアの

養成コースにしても、社会教育職員の研修にし

ても、研修があって、実践があるはずだという想

定の下に構想されている。しかし、現実には、

研修が終わって何人が学んだことを実践に移

すであろうか？学習者は実践の必要動機を有

していないのである。 

   高齢者大学受講者の社会還元はほぼゼ

ロに近いであろう。ジュニア・リーダーの研修が

機能していないことも明らかであろう。ボランテ

ィア研修でボランティア活動が盛んになればこ

んな簡単なことはないが、そのようなことはあっ

た試しがない。行政研修の多くは金とエネルギ

ーと時間の無駄に過ぎない。 

  表現が上手にできるようになるためには表

現の実践の中でその原理を体得しなければな

らない。司会が上手になるためには司会の現

場で原理とコツを会得しなければならない。実

践に関わることはすべて同じである。教育行政

においても、大学の研究者が理屈だけこねて、

実務ができないのは「やったことがない」からで

あり、実務を見下して「やる意志がない」からで

ある。実践は研究を進化させる。実務は原理

の検証を必要とする。実務現場と研究室の相

互乗り入れが不可欠なのはそのためである。

現場との交流が多いアメリカなどに比して、日

本の大学の教育研究システムが成果を上げら

れないのは、終身雇用制度に守られて、研究

者が現場との職業上の相互乗り入れを行って

いないからである。 

  従来の学校教育型の研修には典型的に学

ぶ動機が不在である。児童も生徒も、学ばね

ばならない具体的な課題に直面していない。

研修生も同様である。問題解決能力は実践の

中で身に付けるところが圧倒的に多いのに、多

くの研修は具体的な課題意識を持っていない。

「やったことのないことはできない」というのは

「体得」という学び方の原則である。概念や知

識を主体とする「脳の学習」だけでは実践力は

身に付かない。学校教育の本質的欠陥がここ

にあり、その悪影響が生涯学習現場の研修構

想にまで及んでいる。「畳の上の水練」で泳げ

るようにはならないのである。 

  知的なトレーニングを重ねても、本人は実

践上の「火事場」の緊張感を有してはいない。

仕事の締切りの切迫感にも当面していない。机

上の訓練や学習が効果を発揮しないのはその

ためである。上級生も、下級生も、やったことの

ないことはできない。練習を積んでいないこと

は上手にはできない。何よりも課題に直面して

いなければ何をどのように学ぶべきかが分るは

ずはない。異年齢集団の活動は、上級生に力

の足りない下級生への「いたわり」の必要をつき

つける。逆に、下級生には、おのれの力不足と

限界を付きつける。そこから力量においてすぐ

れている上級生への憧れも、学ぶ意欲も、課

題意識も生まれてくる。異年齢集団における少

年の「保教育」は子どもの OJT なのである。 
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   メッセージをありがとうございました。今回もまたいつものように編集者の思いが広がるままに、お便

りの御紹介と御返事を兼ねた通信に致しました。みなさまの意に添わないところがございましたらどうぞ

御寛容にお許し下さい。 

 

★ 千葉県流山市 吉田富昇様                  

 

  お目にかかれてうれしく存じました。講義の

感想をありがとうございました。今年の夏は教

員の研修が多く、「翻訳学問を疑え」をテーマ

に「子宝の風土」に「児童中心主義」をもたらし

た戦後教育の誤謬を提起しております。反応

は上々です。子ども達の現実に直面してようや

く保護の過剰の副作用の危険を実感したという

ことだと理解しております。しかも、子育て支援

はすでに単独で実行できる行政課題ではなく

なりました。日本のシステムの有効性が問われ

る時代が来たと思います。ささやかな挑戦、一

隅を照らし得る実践を続けます。 

 

 

 

★ 福岡県春日市 東 和男様                  

 

  お便りおよび春日野小通信ありがとうござい

ました。講演要旨の適切な紹介をお礼申し上

げます。学校と地域の連携をスローガンとしな

がらも、現実の地域集団はすでに壊滅的な状

況にあります。「連携」のためには行政が子育

て支援の新たなシステムを組織することから始

めるしかないと考えております。前号に紹介し

ました「現代の寺子屋」はそのパイロット事業で

す。恐らくは生涯学習の新しい縁の創造がカギ

を握っていると思います。それは「志の縁」であ

り、「学習の縁」であり、「ボランティアの縁」であ

ろうと思います。学校はその拠点となることを求

められています。子育て支援組織「ポレポレ」と

春日野小学校の共同プログラムが実現する日

を楽しみにしております。 

 

 

 

 

 

 

第 48 回  生涯学習フォーラム「この指とまれ」 

 

● 日時： 平成１６年８月 21 日（土）１５時〜１７時、のち「センター食堂にて夕食会」 

● 場所： 福岡県立社会教育総合センター 

● テーマ： 地域における子育て支援の方法 

● 事例発表者： 交渉中 

● 参加論文：地域における子育て支援の条件（仮題）  （三浦清一郎） 

 

フォーラム終了後センター食堂にて「夕食会」（会費６００円）を企画しています。準備の関

係上、事前参加申込みをお願い致します。（担当：朝比奈）０９２ー９４７ー３５１１まで 
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 ◆◆ 二つの後日談 ◆◆   
 

◆ １ ◆  『聞かなかった話』 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

  風邪からようやく立ち直って妻と食事に出か

けた。食事の合間に５４号に書いた短編時代

小説「手習い子の家」の話を紹介した。当時の

しきたりでは６歳の年の６月６日から読み書きの

稽古を始める。女主人公は幼い娘の手を引い

て「筆学指南」の先生の前に出る。『両手をつ

いて深々と頭を下げる』。当然、子どもも母に倣

う。先生は正装で、正座している。花が活けて

あり、片側には手習い子の机が積んである。机

には硯があり、子どもの名前が貼ってある。そ

れが学習者と教育者がそれぞれの「役」を演ず

べき舞台である。母は、用意した「授業料」を目

録に包んで差し出し、頭を畳までさげて口上す

る。これが江戸時代の「入塾」の通過儀礼であ

る。『本日よりこの子はお師匠さまを父上のよう

に敬います。何ごとによらずお師匠さまのお教

えはありがたくお受け申すよう、言い聞かせて

参りました。よろしくお導きくださいまし』。 

  この瞬間から「子ども」は「学習者」になり、

先生は尊敬さるべき「師」の位置を獲得する。

現代の教育や現在進行中の寺子屋にはこうし

た「舞台装置」が不足している。生身の教師の

力量だけでは指導は不可能である。教育には

教育の舞台装置が不可欠である。現代の教育

が難しいのは教師自らその舞台を捨て去った

からである。筆者には、小説の中の入塾の口

上がいたく胸を打ったこと、母の口上の精神が

当時の社会の雰囲気と背景を代表していたこ

と、それに引き換え、自分が関わっている現代

の子育て支援事業の「寺子屋」の雰囲気は”な

っとらん”と嘆いて妻に話した。 

  その時、私の話を黙って聞いていた妻から

それまで聞いたことのない思いがけない話を聞

いた。私が仕事に没頭して駆け回り、下の息子

の子育てにはあまり関わることのできなかった

頃の事であった。話は同じく「舞台装置」の貧困

であった。 

  息子が幼かった頃、保育園は子どもの観劇

を推奨して、多くの保護者が会費制の劇の鑑

賞会に参加したという。当然、園の勧めを尊重

してわが家も参加したそうである。ところが１回

目の観劇に出かけて唖然としたという。会場は

騒然、雑然の極みであり、集まった子どもの態

度は放任と不作法を混合した烏合の衆であっ

たという。何百人の子どもが走り回り、叫び騒ぐ

喧噪は想像に余りある。にもかかわわらず主催

者の指示はなく、注意する保護者もいない。そ

うした状況を放置すれば、劇の鑑賞にかぎらず

あらゆる指導はできる筈がない。すぐにわが子

も同じように振る舞っていいのだ、と判断するで

あろう。小人は付和雷同する。危機感にかられ

て劇も見ることなく、すぐに子どもを連れ帰り、

以後２度とふたたび観劇には参加しなかったと

いう。１年目の会費は掛け捨てにした、と言って

妻は笑った。代わりに福岡まで礼儀正しい観劇

に連れて行ったという。劇場とは「こういうところ

である」。観劇とは「こういう態度でするものであ

る」。すべては無言の舞台環境が教えるのであ

る。父も知らない、息子も知らない、聞いたこと

のない母の話であった。 

  観劇の話は２０年も前の事である。すでにそ

の頃からそういうことがあったのである。今は、

劇場で騒ぎまくった子ども達が親になっている。

現代の「寺子屋」に江戸の折り目正しさを望む

べくはないとしても、秩序と礼儀の欠如した放

任の子育て支援ならやらない方がましである。

猥雑な舞台は猥雑な観客を作る。喧噪の劇場

は喧噪の観客に相応しい。舞台がないのでは

ない。ろくな舞台しかないのである。観客がい

ないのではない。ろくな観客しか育てていない

のである。我が関わっている「寺子屋」も同じ轍

を踏まないことだ、と結論した。現代の「寺子
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屋」にはせめて往年の折り目正しさを回復した

い。筆者はかならず初日に参加してひたすら声

を張り上げる。礼儀の型が基本である。プログ

ラムの前後には、先生方の前に直立させてあ

いさつを行う。暴力的な「声の威嚇」をもって子

ども達を律している筆者を見て「有志指導者」

も、実行委員も、あるいは保護者の方々もあま

りの厳しさを異様に感じていらっしゃるかも知れ

ない。しかし、筆者は「舞台」を作っているので

ある。「型」をしつける効果があって、子ども達

の朗誦は見事になりつつある。蚊の鳴くような

声は立派な音読になりつつある。整列も規律も

少しずつ様になりつつある。集団行動ができる

ようになり、静かに自習もできるようになる。決

め手は初日の環境づくりにあるのである。見学

の方々も、いつかはお分かりになると思うが、

「烏合の衆の子ども」が「寺子屋の児童」になっ

た時、後の指導が格段に楽になるのである。授

業崩壊の悲劇は「子ども」が「児童」になってい

ないからである。まして、荒れた中学の悲劇は

児童にならなかった子どもが図体だけ大きくな

って「生徒」になろうとはしないからである。児童

になろうとしない子どもや生徒になれそうもない

中学生は、学校から切り離して体罰を含んだ

厳しい環境に放り込んでその社会性を叩き直

すしかない。すでに彼らは社会性において、間

違った「形成」をしたのである。すでに出来上っ

た無秩序にして、無礼な態度を叩き壊して、最

小限「学習」の準備を整える「変革」を施さなけ

ればならない。「変革」は破壊と建て直しである。

ひとたび間違えて子どもを育てた時、「変革」は

常に「形成」より手間がかかるのである。へなへ

なの一年坊主がみるみる立派な朗誦をするよ

うになって行く様を見るのは現代の寺子屋の喜

びである。 

 

 

 

◆ ２ ◆  生きていた口上 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

  「初夏コース」が終わり、夏休みコースが始

まって、寺子屋の指導に何回か出かけた。今

の時代どこの子も同じであるが、寺子屋の子ど

も達もまた予想通りの烏合の衆である。声を張

り上げ、それなりの手練手管を駆使して号令を

かけ、朗誦の指導をする。筆者の「気合いと恐

怖」が会場を支配し、子ども達は辛うじて集団

行動を取ることができる。明らかに子ども達は

指導者の顔色を読み、気合いを感得する。起

立をさせ、「気を付け」をさせ、指導者に向かっ

て深々と礼をさせ、「お願いします」と大声で言

わせる。たらたらしている子どもに対してはつか

みかからんばかりにして、その場で怒鳴りあげる。

先生が”恐い時”、子どもはそれなりに整然と、

それなりに張り切ってあいさつや朗誦ができる。

この調子なら活動が朝から夕方まで毎日行わ

れる夏休みに勝負ができる。後は「鬼の塾長」

にお願いするしかない。現代の教育には指導

者と学習者、導くものと導かれるものの一線を

画するけじめと舞台装置が存在しないのである。

筆者の役割は舞台を作り上げることである。少

しでも油断をすれば舞台は過保護と過干渉に

転落する。 

それゆえ、現代の寺子屋の担当者にも前

号に書いた時代小説「手習い子の家」の入塾

の口上；『何ごとによらずお師匠さまのお教えは

ありがたくお受け申すよう、言い聞かせて参りま

した』の話を紹介した。その時、偶然にも、担当

者が遭遇したという、生きていた「現代の口上」

を聞くことができた。 

  参加児童の保護者の一人が開講式の帰り

際に、お礼方々担当者のところへ来た。３０代

の父親だという。『先生方の言うことはきちんと

守るように言って聞かせてあります。万一、指

導者の指示に従わないようなことがあった場合

にはどうぞ叩いてでも厳しくご指導ください』とお

っしゃって深々と頭を下げられたという。彼には

寺子屋の保護者代表になってもらおう、と心に

決めた。一人でもそういう方が生き残っていれ

ば、夏休み寺子屋は必ず成功する。夏休みプ
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ログラムの「親子説明会」には友人や行政の後

輩諸君に案内状を出して現代の「子育て支援」

モデルのご披露をした。 

  夏休みの寺子屋が始まり、再びこんどは別

の保護者から励ましの言葉をいただいたり、差

し入れをいただいたりした、という。子どもが厳し

く一人前の方向を辿り始めた時、「子宝の風

土」はその意味を瞬時に理解するのである。学

校が信頼を失い、風土における教師の位置は

地に落ちたけれど、現代の寺子屋はその指導

方針において「守役」の位置を回復し、今夏の

苦労が報いられることを夢みている。 

 

 

 

 

 

第４７回生涯学習フォーラム「この指とまれ」報告 

夏休み自然体験プログラムの創造 
 

 

   夏休みが近い。第４７回フォーラムは夏休み自然体験プログラムの創造を取り上げた。今回は自

然を前面に出した穂波町少年「不便の家」の紹介をいただくことになった。文明が成熟し、便利が常識

となった今日では「不便」こそが挑戦のキーワードである。どのような文明に囲まれようと人間は自然的

存在である。現代の子どもの脆さはまさに人間の自然性の危機である。文明の利便性が初めて人間の

自然性の脅威となった今、子どもは自然の中で自らの自然性を育む所から「生きる力」は出発する。発

表は福岡県穂波町教育委員会社会教育課の松原克彦さんにお願いした。発表テーマは「『不便の家』

プログラムの思想と方法」である。論文参加は「異年齢少年の活動・合宿・キャンプの目的と方法ー「学

んでから活動する」から「活動の中で学ぶ」へー」（三浦清一郎）である。今回の三浦論文は執筆の途中

で問題意識と立論の視点を変更したので独立の記事として紹介することにした。 

 

 

◆ １ ◆  「不便の家」の原点                                      

 

   「不便の家」の出発点は昭和３２年に設立

された「青少年野営訓練所」である。今や、「野

営」も、「訓練所」もほとんど死語である。いまだ

どこも使ったことのない「不便の家」の概念は

「野営」と「訓練所」の復活であった。文明の快

適さは人々をますます人々を「辛さ」から遠ざ

けたのである。子宝の風土ではまっ先に子ども

が「辛さ」から遠ざかった。多くの保護者も、教

育者ですらもそれを「よし」としたのである。かく

して、青少年野営訓練所は歴史の表舞台から

次第にその存在感を失ったのである。 

 

 

◆ ２ ◆  逆転の発想                                           

 

   今や、文明の豊かさ、文明の利便性は少 年に敵対している。加えて、地方財政は困窮し、
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「贅沢施設」の建設は困難である。そこで再び

「野営」「訓練所」の構想が逆説的に復活する

のである。行政上の施策としては最小限の経

費で最大限の効果を上げることである。豊かさ

と利便性が子どもの「生きる力」を奪っていると

すれば、自然の中の「不便性」こそがカギとな

る概念となったのである。問題は現代の状況に

照らして「不便」とはなにか、についての具体的

定義である。何をもって『不便』とするか？不衛

生は「不便」には違いないが、現代の基準に照

らして許されることではない。したがって、トイレ

も、炊事施設も整備しなければならない。また、

「不便」が事故に繋がっては元も子もない。した

がって、子どもを自然に曝すといっても、緊急

時の「避難小屋」は不可欠である。そうなると

「不便」はプログラムの中で実現するしかない。

「火おこし」も、「かまど作り」も、「野外炊飯」も、

文明の原点である。これらが工夫の中から人

間の生存を確保してきた。さらに「生き物」であ

る子どもの「体力向上のプログラム」は「我慢」と

「感動」の原点である。 

 

◆ ３ ◆  利用の永続性                                          

 

   新しい「不便」の概念はそれなりの新鮮さ

をもって受入れられ、開所式以来の活用は順

調である。しかし、問題はこれからである。「敵」

は文明である。最も手強い人間の「欲望」であ

る。欲望が追い求めているのは、「豊さ」であり、

「快適さ」であり、「便利さ」である。これらはす

べて人間の努力の結晶である。 

  この世に、「不便」を好み、「困難」を楽しむ

人がいるか？いる筈がない。まして子どもを放

置すれば、必ず「易き」に流れる。「不便の家」

のプログラムは生涯学習の「選択原理」で歯の

立つ話ではないのである。社会教育行政に任

せる限り、「不便の家」はいずれ立ち枯れ、「青

少年野営訓練所」と同じ運命を辿ることになる

であろう。活用の永続性を保障する唯一の解

決策は学校のカリキュラムに組み込むことであ

る。学校だけがプログラムの「永続性」を保障し、

「必修」を保障する。学校だけが価値が分裂し

た時代の子育ての異論を”封殺”することがで

きる。学校は社会が設定した「守役」だからであ

る。その使命は「一人前」の条件を形成するこ

とだからである。「一人前の体力」。「一人前の

我慢強さ」、「一人前の責任感と思いやり」こそ

が学校の達成目標である。しかも、これらの条

件が整った上で初めて現代が要求する「学力」

を培うことが可能になる。しかし、現代の学校は

果たして意図的、意欲的、目的的に少年プロ

グラムの「不便」を選択できるか？それは教員

が「不便」を選択することでもある。教員のエネ

ルギーと少年教育の展望が問われるのはまさ

にこれからである。
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■ ■■ ■■■   編集後記 歳月 ■■■ ■■ ■

   ３０年ぶりで幼かった娘がお世話になった

知人にお目にかかった。実にひとつの時代が

廻ったのである。この間、毎年いただく新茶の

香りと賀状だけが細々と続いた。当方も年に２

回元気の印にお礼の「風の便り」をお送りするよ

うになった。途中、何度かお目にかかる機会が

生まれそうであったが、関わっていた大学の混

乱やその他でいつの間にか季節が何回も巡っ

た。長い歳月を隔てて昔の知人にお目にかか

るのはなんとなく気が重い。正直なところ、お目

にかかったとしてもお顔を思い出せないのであ

る。 

   その方のお友達も止めておきなさい、と彼

女に助言をしたそうである。歳月は季節を隔て

た人間の間にどのような足跡を残すのか誰も

知ることはできない。筆者には、逢わない方が

いいよ、と助言したお友達の気持ちがよく分る。 

   しかし、お目にかかったのである。３０年ぶ

りの再会である。歳月がお互いをどのように変

えたのか、それぞれに興味があったのであろう。

時間のやりくりをし、連絡を取り合って努力をし

た。お目にかかった瞬間お顔を思い出し、お互

いが同類であることを確認した。人生に向かい

合う共通の匂いがするのである。この種の直観

に頼ってしくじったこともあるが、大抵は間違い

がない。人は出会いの瞬間から己の嗅覚が指

し示す方向に行くしかないのである。再会の瞬

間から「知人」は「友人」であった。お目にかか

れて何よりでした、と万感の思いを込めて申し

上げた。相手が同じような思いを感じて下さっ

たか、否かは尋ねそびれた。 

   ホテルのラウンジの巨大な窓の向こうには

夏のもみじの緑が鮮やかに風に揺れている。そ

の日の東京は３９度の猛暑だとテレビが報じて

いた。風景が涼しげに見えるのは、当方が冷房

の効いた室内でアフタヌーン・ティーを楽しんで

いるからである。過ぎ去った日々のお互いの物

語も実際には猛暑に喘いでいる木々と同じであ

る。今は室内から眺める遠い風景に重なってい

る。ひとつひとつの物語は戦いであり、修羅場

であった。私は２番目の娘を亡くしたこと、石を

もって追われるごとくに大学を辞したことなどを

語った。今は「敗者復活戦」の最中にあります、

とも申し上げた。すでに７０歳になられた友人も

控えめに自分史の断片を語った。最後は「もや

い墓」に入る準備も整いました、といって微笑し

た。お互いの距離といい、年齢といい、「アフタ

ヌーン・ティー」は今生の別れである。再びお目

にかかることはないであろう。素敵に年を取るこ

とはなんとも難しいが、中にはそれがおできに

なる方もいらっしゃるのである。歳月から逃れる

ことができないとすれば、すぐれた友人をモデ

ルにしてがんばるしかあるまい。「風の便り」も水

泳も、衰弱に向かって降下するわが肉体にむ

ち打って活動に邁進するしかない。 

 

  老人を歌った狂歌は言う。 

 

  『くどくなる、気短になる、愚痴になる、心は

僻む、身は古うなる』、である。 

 

  高齢社会は一筋縄で行くはずはない。

 

『編集事務局連絡先』  （代表）  三浦清一郎 所 〒８１１ー４１４５ 福岡県宗像市陵厳寺２丁目１５ー１６ 

                      ＴＥＬ／FAX ０９４０ー３３ー５４１６   E-mail sdmiura@fj8.so-net.ne.jp 

『風の便りの購読について』  購読料は無料です。ただし、郵送料の御負担をお願いしております。『編集事務局連

絡先』まで９０円切手 8 枚 または 現金(720 円)をお送り下さい。 

＊   尚、誠に恐縮ですが、インターネット上にお寄せいただいたご感想、ご意見にはご返事を差し上げません

ので御寛容にお許し下さい。                                                         

『オンライン「風の便り」』     http://www.anotherway.jp/tayori/   
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